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～支えあう  まちづくり～

社会福祉法人 白石市社会福祉協議会

しろいし社協 検索

〒989-0231 宮城県白石市福岡蔵本字茶園 62-1
（白石市総合福祉センター内）

TEL：0224-22-5210　FAX：0224-22-1571
生活総合相談（生活困窮者）：0224-22-2130
○E-mail：info@shiroishi-shakyo.jp
○白石市社協ホームページ  https://shiroishi-shakyo.jp/
　公式 Facebook もぜひご覧ください。
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社会福祉法人白石市社会福祉協議会
「社協だよりしろいし」は、赤い羽根共同募金の配分金を財源に発行しています。

　地域のお子さんから高齢者の方まで、みなさんが生涯を通して安心して暮らせるよう、
福祉活動の参加・利用の支援、日常生活などの相談受付、募金・ボランティア活動、
介護保険事業などを行う法人です。

社 会 福 祉
協議会とは

令和8年1月30日(金)に行われた第14回白石市社会福祉大会
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社協だより No.892

令和8年度 事業計画及び予算

　「誰もが住み慣れた地域で、安心していきいきと暮らし続けられる地域づくり」の
実現に向け、福祉活動の参加・利用の支援、日常生活などの相談受付、募金・ボラ
ンティア活動、介護保険事業など各種地域福祉事業に取り組んでいきます。

　市民のみなさま、日頃より本会の活動に対し多大なるご支援とご協力
を賜り、厚く御礼申し上げます。
　お陰様で令和7年度の事業はほぼ予定通りに遂行することができました。
ありがとうございました。
　少子高齢化とそれに伴う人口減少が加速している現在、白石市社協に
対する役割や期待は一層増していると痛感しております。
　それに応えるべく、役職員一丸となって「誰もが住み慣れた地域で、安
心していきいきと暮らし続けられる地域づくり」に邁進してまいります。
市民のみなさまの一層のご協力のほどよろしくお願いいたします。

1．法人運営事業
（1）法人運営事務事業
（2）助成事業
(3）地域生活支援事業
(4）社会福祉大会事業
(5）地域福祉活動計画事業
(6）災害ボランティアセンター事業

2．共同募金配分事業
（1）共同募金配分事業

3．地域福祉推進事業
（1）生活福祉資金事務事業
（2）福祉サービス利用援助事業≪まもりーぶ≫
（3）高齢者等地域ささえ愛互助活動支援事業
（4）子どもの学習支援事業
（5）生活支援体制整備事業

4．やまぶき園管理者運営事業
（1）福祉作業所やまぶき園事業
（2）福祉プラザやまぶき事業

5．介護保険事業
（1）訪問介護事業
（2）居宅介護支援事業

6．障害福祉事業
（1）居宅介護事業

7．緊急援護事業
（1）生活安定資金事業
（2）生活安定資金欠損補填積立事業
（3）母子福祉対策資金事業
（4）応急小口資金貸付事業

新 年 度 の ご 挨 拶

会長　遠
えんどう

藤　智
さとし

❶ ともに支え合う地域づくりの推進
❷ 小地域福祉活動の推進
❸ 在宅福祉サービスの推進
❹ 組織体制の強化と自主財源の確保

重 目 標点
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収 支 予 算

●収入総合計額　1億3,984万3千円

収入
受託金収入
65,933
47%

介護保険
事業収入
36,903
26%

経常経費
補助収入
24,194
17%うち

・訪問介護事業　　　　20,851
・居宅介護支援事業　　16,052

障害福祉サービス等事業収入
1,743 ／ 1 %

事業収入　1,930 ／ 1%

貸付事業収入　496 ／ 0%

うち
・法人運営事業 15,928
・共同募金事業 8,266

うち
・地域福祉推進事業 50,610
・やまぶき園管理運営事業 15,073
・緊急援護事業 250

会費収入　6,373 ／ 5%
寄付収入　412 ／ 0%

その他　1,829 ／ 1%
負担金収入　30／ 0%

●支出総合計額　1億4,671万6千円

支出
地域福祉推進事業
50,682 ／ 35%

法人運営事業
24,455
17%介護保険

事業
41,526
28%

うち
・訪問介護事業　　　　24,085
・居宅介護支援事業　　17,441

やまぶき園管理運営事業
18,420 ／ 13%

緊急援護事業　1,332 ／ 1%

共同募金事業
8,554 ／ 6%

障害福祉事業　1,747 ／ 1%

うち
・生活福祉資金事務事業 521
・福祉サービス利用援助事業 104
・高齢者等地域ささえ愛 1,900
互助活動支援事業
・生活困窮者支援事業 15,885
・子どもの学習等支援事業 9,094
・生活支援体制整備事業 23,178

（単位：千円）

収支差額の不足は
繰越金により運営
しています。
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令和8年度 事業計画及び予算

　「誰もが住み慣れた地域で、安心していきいきと暮らし続けられる地域づくり」の
実現に向け、福祉活動の参加・利用の支援、日常生活などの相談受付、募金・ボラ
ンティア活動、介護保険事業など各種地域福祉事業に取り組んでいきます。

　市民のみなさま、日頃より本会の活動に対し多大なるご支援とご協力
を賜り、厚く御礼申し上げます。
　お陰様で令和7年度の事業はほぼ予定通りに遂行することができました。
ありがとうございました。
　少子高齢化とそれに伴う人口減少が加速している現在、白石市社協に
対する役割や期待は一層増していると痛感しております。
　それに応えるべく、役職員一丸となって「誰もが住み慣れた地域で、安
心していきいきと暮らし続けられる地域づくり」に邁進してまいります。
市民のみなさまの一層のご協力のほどよろしくお願いいたします。

1．法人運営事業
（1）法人運営事務事業
（2）助成事業
(3）地域生活支援事業
(4）社会福祉大会事業
(5）地域福祉活動計画事業
(6）災害ボランティアセンター事業

2．共同募金配分事業
（1）共同募金配分事業

3．地域福祉推進事業
（1）生活福祉資金事務事業
（2）福祉サービス利用援助事業≪まもりーぶ≫
（3）高齢者等地域ささえ愛互助活動支援事業
（4）子どもの学習支援事業
（5）生活支援体制整備事業

4．やまぶき園管理者運営事業
（1）福祉作業所やまぶき園事業
（2）福祉プラザやまぶき事業

5．介護保険事業
（1）訪問介護事業
（2）居宅介護支援事業

6．障害福祉事業
（1）居宅介護事業

7．緊急援護事業
（1）生活安定資金事業
（2）生活安定資金欠損補填積立事業
（3）母子福祉対策資金事業
（4）応急小口資金貸付事業

新 年 度 の ご 挨 拶

会長　遠
えんどう

藤　智
さとし

❶ ともに支え合う地域づくりの推進
❷ 小地域福祉活動の推進
❸ 在宅福祉サービスの推進
❹ 組織体制の強化と自主財源の確保

重 目 標点
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　少子高齢化が加速している今日において、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯が増えて
おり、介護予防、認知症予防が重要になっています。
　また、新型コロナウィルスが与えた行動制限や抑制、家族形態の多様化などから子育て
環境が変化するほか、生活困窮者世帯や引きこもりなど、多くの地域課題が生じています。
　白石市社協は「誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせるまちづくり」を目指して取
り組んでいます。次のページに記載している様々な地域福祉活動は、みなさんからの貴重
な社協会費によって支えられています。
　今年度も、白石市民のみなさんをはじめ、
法人、団体など、多くの方々に会員になっ
ていただき、地域の支え合い活動をますま
す発展・活性化していくため、会費納入に
ご協力くださいますようお願いいたします。

●会費の種類と金額
会 費 の 種 類 金　額

一  般  会  員 白石市民の方 年 額　  600円

特  別  会  員 社協事業にご賛同いただける個人の方 年 額　1,000円以上

特別賛助会員
(法人・団体) 市内の社会福祉施設、法人・団体 年 額　2,000円以上

　昨年度は、みなさんからのあたたかいご支援と白石市自治会連合会各支部のご協力に

より 6,183,000円 の会費が寄せられました。誠にありがとうございました。
支部 会員数(人) 会費実績額(円) 支部 会員数(人) 会費実績額(円)

白石 5,395 3,243,000 大鷹沢 554 335,200

越河 424 258,000 白川 457 288,600

斎川 292 184,800 福岡 2,065 1,242,200

大平 783 479,200 小原 244 152,000

［令和8年3月31日現在］

～住民一人ひとりの「力」が大きな力になる～
　みなさんの会費が地域の福祉活動を支えています

社協会費のお願い

みなさんからのたくさんのご協力ありがとうございました！
令和７年度社協会費実績報告

合　計
会 員 数
10,214人
会 費 総 額
6,183,000円
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社協会費活用事業のご紹介
　社協会費は、福祉活動推進のための大切な財源として、児童福祉・高齢者福祉・障害者
福祉・ボランティア・福祉教育の推進・各地域における福祉団体への助成に活用させてい
ただいています。

～絵本を開く楽しさをお届けします～
　ブックスタートとは、検診などの機会に
絵本を開く楽しい「体験」と「絵本」をセッ
トでプレゼントする活動です。
　抱っこのぬくもりの中で絵本を読んで
もらう心地よさや嬉しさを赤ちゃんに届
けます。
　本会では、子育て支援事業として「ブッ
クスタート事業」を実施しており、市の６
か月児育児相談で絵本を贈呈しています。

ブックスタート事業

～新入学のお子さんに祝福とエールを～
　小学校入学を祝福するとともに、小学校
生活で活用できる物品を贈呈し、お子さん
の生活・学習を応援します。

小学校入学応援事業

　外出が困難な高齢者または障害がある
方などに、車イスのまま乗降が可能な「車
イス用自動車」の貸出を行い、外出を支援
します。

車イス用自動車貸出事業

　生活相談や見守り活
動を通じて、病気や低
収入などにより生活に
困っている世帯へ、最
低限必要な生活用品を
支援します。

生活困窮者支援事業

～住み慣れた地域で安心して暮らし
続けられる地域を目指して～

　地域の福祉課題に寄り添った具体的な
取り組みを計画化し、誰もが安心して暮ら
し続けることができるまちづくりを推進
します。

白石市地域福祉住民懇談会【深谷地区】

地域福祉活動計画

社協だより No.894

　少子高齢化が加速している今日において、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯が増えて
おり、介護予防、認知症予防が重要になっています。
　また、新型コロナウィルスが与えた行動制限や抑制、家族形態の多様化などから子育て
環境が変化するほか、生活困窮者世帯や引きこもりなど、多くの地域課題が生じています。
　白石市社協は「誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせるまちづくり」を目指して取
り組んでいます。次のページに記載している様々な地域福祉活動は、みなさんからの貴重
な社協会費によって支えられています。
　今年度も、白石市民のみなさんをはじめ、
法人、団体など、多くの方々に会員になっ
ていただき、地域の支え合い活動をますま
す発展・活性化していくため、会費納入に
ご協力くださいますようお願いいたします。

●会費の種類と金額
会 費 の 種 類 金　額

一  般  会  員 白石市民の方 年 額　  600円

特  別  会  員 社協事業にご賛同いただける個人の方 年 額　1,000円以上

特別賛助会員
(法人・団体) 市内の社会福祉施設、法人・団体 年 額　2,000円以上

　昨年度は、みなさんからのあたたかいご支援と白石市自治会連合会各支部のご協力に

より 6,183,000円 の会費が寄せられました。誠にありがとうございました。
支部 会員数(人) 会費実績額(円) 支部 会員数(人) 会費実績額(円)

白石 5,395 3,243,000 大鷹沢 554 335,200

越河 424 258,000 白川 457 288,600

斎川 292 184,800 福岡 2,065 1,242,200

大平 783 479,200 小原 244 152,000

［令和8年3月31日現在］

～住民一人ひとりの「力」が大きな力になる～
　みなさんの会費が地域の福祉活動を支えています

社協会費のお願い

みなさんからのたくさんのご協力ありがとうございました！
令和７年度社協会費実績報告

合　計
会 員 数
10,214人
会 費 総 額
6,183,000円
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　令和8年2月5日(木)大鷹沢小学校でパラスポーツのボッチャを体験しました。講師の
岸
きしなみももあき

浪百明さんと片
かたひら

平和
かず

美
み

さんのアドバイスを聞き、どうしたら勝てるかをチームで相談し、
お互いに声を掛け合いました。「力加減が難しいが、すぐにルールがわかって楽しかった。」「新
しい体験ができて楽しかった。」初めての体験を楽しみました。

大鷹沢小学校ボッチャ体験

福祉体験学習
　当社協では、市民のみなさんの温かい善意の気持ちで寄せられた「赤い羽根共同募金」
の一部を使用して、市内の小学校・中学校で開催される福祉体験学習の助成を行ってい
ます。

　令和8年1月26日(月)福岡中学校でパラスポーツの車イスバスケットを体験しました。
生徒達は最初は車イスの操作に戸惑っていましたが、宮城MAX伊

い

藤
とう

明
あき

伸
のぶ

選手と生徒5名で
の対戦時には伊藤選手からボールを奪おうと頑張っていました。「速さも筋肉もプロってすご
い。」「伊藤選手と一緒にできて楽しかった。またやりたい。」伊藤選手との時間を満喫しました。

福岡中学校車イスバスケット体験
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　令和7年11月18日（火）齋
さいとう

藤幸
さち

子
こ

さ
んを講師に「笑って・動いて・つながっ
て！」と題して開催されたボランティ
ア連絡協議会の交流会。10団体中6団
体30名が参加しました。２つのチーム
に分かれて対戦でのゲーム。体を動か
しながら、脳トレで脳も活性化し、勝
負に勝つための作戦をチームで練り、
いつもは一緒に活動していない他の団
体の方々との交流を楽しみました。

　令和7年11月25日（火）市内の各
サロンから午前の部・午後の部合計
で31団体80名の参加がありました。
大
おおとも

友純
すみ

男
お

さんを講師に「未病・予防・
養生について」の研修会を開催し、体
のツボや認知症予防のための体操を実
践しながら学びました。自分の体を良
く知り、無理せず楽しくサロン活動を
続けていきましょう。

～令和8年度  ボランティア保険・
　　　   ボランティア行事保険を受け付けています～

ボランティア保険
　自発的な意思による他人や社会に貢献する無償のボラン
ティア活動で、団体の会則に則り企画・立案された活動であ
るか、社会福祉協議会に届け出た活動などの要件を満たす場
合に加入できる保険です。

補償内容
傷　害 ボランティア活動中の事故によるボランティア本人のケガ

賠償責任 ボランティア活動中に他人にケガをさせてしまった場合や
他人の物に損害を与えてしまった場合など

保 険 料 300円～800円（補償に応じた５種類のプランがあります。）

※ボランティア行事保険も随時受け付けます。

ボランティア保険・ボランティア行事保険

令和7年度白石市ボランティア連絡協議会交流会

令和7年度ふれあいサロン研修会
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生徒達は最初は車イスの操作に戸惑っていましたが、宮城MAX伊

い

藤
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明
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伸
のぶ

選手と生徒5名で
の対戦時には伊藤選手からボールを奪おうと頑張っていました。「速さも筋肉もプロってすご
い。」「伊藤選手と一緒にできて楽しかった。またやりたい。」伊藤選手との時間を満喫しました。

福岡中学校車イスバスケット体験



社協だより

～支えあう  まちづくり～

社会福祉法人 白石市社会福祉協議会

しろいし社協 検索

〒989-0231 宮城県白石市福岡蔵本字茶園 62-1
（白石市総合福祉センター内）

TEL：0224-22-5210　FAX：0224-22-1571
生活総合相談（生活困窮者）：0224-22-2130
○E-mail：info@shiroishi-shakyo.jp
○白石市社協ホームページ  https://shiroishi-shakyo.jp/
　公式 Facebook もぜひご覧ください。
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白石I.C.

No.89
令和 8年
4月1日 発行高齢者等地域ささえ愛互助活動　協力会員募集

　ひとり暮らしや高齢者だけで生活している方などの「日常生活のちょっとした困りごと」を
住民同士の力で支え合い、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための支援として、
登録制の有償ボランティアサービスの支援を行っています。
　地域で困っている方の「支え手」として活動できる方を募集してい
ます。活動にあたって特別な資格は必要ありません。希望する活動内
容を登録し、支え手を必要としている方とのマッチングを行います。
　お気軽にお問い合わせください。お待ちしています。

車いすの貸出（新規事業）
　市内にお住まいの、病気やけがで療養中の方や身体障害者の方で、
一時的に車いすが必要な方へ車いすの貸出を行います。貸出期間は
3カ月以内で、料金は無料です。
　詳しくはお問い合わせください。

お 知 ら せ

あたたかい善意ありがとうございました 福祉に活用してほしいと、みなさんから
温かい善意が寄せられました。

◆ご寄付の御礼 （令和7年11月1日～令和8年2月28日）

●JA女性部小原支部　支部長　四竃ミエ子 様／1,322円
●匿名希望 様／玄米　30㎏　
●一般社団法人フードバンクいしのまき 様／食料品（2回）
●傾聴ボランティア　アイ・キララ 様／15,040円
●故　山田　晋嗣 様／100,000円
●匿名希望 様／10,000円

◆ 自動販売機売り上げの一部が寄付され、地域福祉に
充てられます。

● トーカドエナジー(株)白石工場 様／6,046円
● 東北電力ネットワーク(株)
白石電力センター 様／3,466円
　（令和7年11月1日～令和8年2月28日）

車いす用自動車の貸出
　白石市内にお住まいで、高齢・障がいなどにより歩行が困難な方への外出支援として、
車いす用自動車の貸出を行っています。
【貸出条件】　●使用は無料です。（使用した分の燃料を補充して返却していただきます。）
●運転者は、利用者の家族の方で、普通免許取得後３年以上の方。
●利用は平日の午前８時30分から午後５時の間で、原則１日のみ。
※詳しくはホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。


